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安
岡
権
馬
正
徳

傳

壹

西
暦2019
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月

安
岡
正
俊

あ
る
方
か
ら
「
権
馬
さ
ん
」
の
こ
と
が
書
か
れ
た
自
分
が
知
ら
な
っ
た
資
料
を
教
え
て
貰
い
、
安
岡
権
馬
正
徳
の

こ
と
を
見
直
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
安
岡
権
馬
正
徳
傳(

壹
か
ら
四)5

月
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

安
岡
権
馬
正
徳
の
誕
生
と
養
子

安
岡
正
徳
の
生
ま
れ
は
我
家(

お
下)

の
三
代
目
と
な
っ
て
い
る
安
岡
源
右
衛
門
正
方
の
二
男
と
し
て
天
保
十
年
十

月
十
五
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
安
岡
権
馬
正
徳
、
権
馬
は
名
前
で
正
徳
は
諱
で
す
。
明
治
三
年
、
四
年
の
太
政
官
布

告
で
苗
字
と
実
名
に
関
す
る
規
定
『
明
治
五
年
太
政
官
布
告
「
従
来
通
称
名
乗
両
様
相
用
来
候
輩
自
今
一
名
タ
ル
ヘ

キ
事
」
』
に
よ
り
、
諱
と
通
称
を
併
称
す
る
事
が
公
式
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。
名
前
と
し
て
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
、
権
馬
正
徳
は
正
徳
を
通
称
と
し
ま
し
た
。
藩
政
時
代
か
ら
明
治
維
新
の
文
書
記
録
に
は
権
馬
あ
る
い
は

安
権
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
作
の
文
書
に
は
諱
で
書
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
権
馬
の
兄
恒
之
進
も
諱
の
正
代
と

書
い
て
い
ま
す
。
我
家
関
連
の
墓
標
の
名
が
諱
の
み
で
彫
ら
れ
て
い
る
の
は
安
岡
権
馬
正
徳
の
正
徳
と
覺
之
助
の
次

男
安
岡
乕
次
郎
正
風
の
正
風
だ
け
で
す
。
諱
を
正
式
の
名
前
と
し
た
の
は
権
馬
の
正
徳
、
乕
次
郎
の
正
風
だ
け
で
し

た
。安

岡
正
徳
は
現
在
お
上
と
呼
称
さ
れ
る
家
の
養
子
に
な
り
ま
す
。
お
上
、
我
家
の
お
下
の
呼
称
は
養
子
に
行
っ
た

当
時
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
二
つ
の
家
は
本
家
か
ら
分
家
し
、
お
上(
当
時
は
お
上
で
は
な
い
が)

の
父
十
作
が
山

北
村
少
し
離
れ
た
富
家
に
土
地
に
住
み
ま
す
の
で
、
お
上
の
墓
は
富
家
山
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
冨
家
を
離
れ
、

本
家
の
隣
に
住
み
、
権
馬
が
養
子
に
行
っ
た
頃
に
今
の
位
置
、
我
家
の
西
隣
の
少
し
高
い
場
所
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
に
お
下
の
分
家
で
あ
る
文
助
が
そ
こ
よ
り
西
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
誰
が
言
い
出
し
た
か
不
明
で
す
が
、
東
に
位

置
し
た
本
家
、
お
下
、
お
上
、
お
西
と
の
呼
称
が
で
き
ま
し
た
。

権
馬
の
生
年
月
日
を
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
村
役
場
の
記
録

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
資
料
の
最
後
に
片
岡
程
八
郎

(

下
写
真)

と
あ
り
ま
す
。
香
我
美
町
史
に
よ
れ
ば
片
岡
は
明
治

二
十
二
年
の
山
北
村
の
初
代
助
役
で
す
。
明
治
二
十
二
年
に
初

の
村
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
村
長
・
助
役
は
当
選
し
た
議

員
か
ら
が
選
ば
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
生
ま
れ
た
助
役
で
す
。

こ
の
資
料
を
見
る
と
前
述
の
生
年
月
日
記
載
以
外
に
も
家

系
圖
な
ど
異
な
る
の
は
女
性
の
名
前
の
記
載
が
あ
る
こ
と
で

す
。
戸
籍
は
宗
門
改
帳
、
過
去
帳
を
参
考
に
し
て
原
本
を
作
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
戸
籍
簿
を
村
に
要
求
し
た
の
は
明
治
に

我
家
の
養
子
に
来
て
く
れ
た
又
彦
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
源

右
衛
門
正
方
が
作
成
し
た
先
祖
書
に
書
き
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
は
数
頁
あ
り
、
安
岡
権
馬
の
記
載
が
二
頁
あ
り
ま

す
。
薄
い
墨
の(

下
左
写
真)

で
は
安
岡
正
徳
と
あ
り
、
實
父
と

養
父
の
名
が
書
か
れ
、
弐
百
七
拾
六
番
屋
敷
住
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
住
所
の
書
き
方
は
屋
敷
番
と
呼
び
、
現
在
の
番
地
方
式
に
明
治
十
九
年
に
変
わ
る
前
の
形
式
で
す
。
名
前
が
安

岡
正
徳
と
あ
る
の
で
、
前
述
の
太
政
官
布
で
名
前
に
諱
を
選
択
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
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安
岡
権
馬
と
お
上
へ

安
岡
正
徳
は
戸
籍
に
實
父
源
右
衛
門
、
養
父
鉄
作
と
あ
り
ま
す
。
本
家
の
隣
に
住
ん
だ
鉄
作
の
養
子
に
権
馬
は
行

き
ま
す
。
養
子
に
行
っ
た
時
期
で
す
が
文
助
の
家
系
圖
に
は
弘
化
三
年
十
一
月
養
子
の
願
書
を
出
す
と
あ
り
ま
す
。

権
馬
は
天
保
十
年
生
ま
れ
で
す
の
で
七
歳
程
と
な
り
ま
す
。
権
馬
の
姪
で
あ
る
房
が
祖
母(

源
右
衛
門
の
妻

権
馬
実

母)

か
ら
聞
い
た
こ
と
な
ど
を
書
き
残
し
た
十
数
頁
の
資
料
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
権
馬
が
養
子
に
行
っ
た
の
は
三
歳
と

な
っ
て
い
ま
す
。
房
は
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
資
料
も
ひ
ら
が
な
と
漢
字
か
な
な
ど
で
書
か
れ
て
い
ま

す(

左
写
真)

。
正
徳
に
関
す
る
箇
所
を
抜
粋
し
て
読
み
易
く
書
き
直
し
た
の
を
次
に
示
し(

原
文
左
写
真
三
行
目
か
ら)

ま
す
。

＊
＊
＊
＊
引
用
＊
＊
＊
＊

お
上
の
安
岡
て
つ
作
と
申
す
人
は
子
が
な
く
て
、
内
か
ら
正
徳
と
申
す
人
を
三
つ
の
と
し
に
養
子
に
や
り
ま
し
た

と
。
そ
れ
か
ら
正
徳
と
申
す
人
を
七
つ
く
ら
い
の
時
に
、
て
つ
作
と
申
す
人
が
西
川
の
ま
い
け
の
森
で
き
じ
を
う
ち

ま
し
て
、
と
り
に
行
く
に
松
の
木
が
ね
こ
ぜ
つ
て
居
る
と
思
ふ
て
、
上
つ
て
み
る
と
う
わ
は
み
で
首
を
立
て
て
赤
い

舌
を
出
し
て
、
き
じ
を
ね
ら
い
つ
め
て
お
り
ま
し
た
と
。
そ
れ
か
ら
帰
る
な
り(

左
原
文
こ
こ
ま
で)

大
熱
と
な
り
み

て
ま
し
た
と
。
奥(

を
く)

さ
ん
は
帰
り
ま
し
た
と
。
子
供
ば
か
し
で
世
話
の
仕
手
が
な
い
か
ら
内
え
つ
れ
て
き
て
家

督
も
預
つ
て
世
話
を
し
て
、
山
本
か
ら
嫁
を
も
ら
つ
て
、
家
を
立
て
、
今
の
お
上
の
で
す
。
家
が
大
き
す
ぎ
る
か
ら

元
の
家
督
で
は
た
た
ん
と
申
し
て
内
か
ら
和
食
を
分
け
て
や
り
ま
し
た
と
。
お
ば
あ
さ
ん
の
話
で
し
た
。
お
も
や
か

ら
富
家
を
や
り
ま
し
た
と
。
か
ど
た
か
ら
郷
士
の
株
を
や
り
ま
し
た
と
。
三
軒
か
ら
の
持
合
せ
で
し
た
と
山
本
か
ら

来
て
お
つ
た
お
ば
さ
ん
は
三
軒
と
も
を
も
や
で
す
か
ら
と
申
し
て
き
れ
い
に
つ
と
め
ま
し
た
ぞ
よ
。
今
ノ
人
ハ
知
ら

ん
か
ら
お
し
え
て
あ
げ
る

右
正
徳
ニ

長
男

太
郎
エ
殿

三
歳
で
て
み
て
た

長
女

せ
つ
子

谷
へ
え
ん
つ
づ
き
ま
し
た

二
女

竹
代

い
け
の
上
に
え
ん
づ
き
ま
し
た
。

二
男

乕
一
郎

乕
一
郎
三
才
の
時
正
徳
は
松
山
の
獄
に
つ
な
が
れ
、
内
を
出
た
時
は
一
月
頃
で
し
た
。
そ
の
年
九
月
十
五
日
に
な
く

な
り
ま
し
た
。
正
徳
の
妻
は
み
も
ち
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
七
月
に
二
人
子
を
う
み
ま
し
た
。

二
人
と
も
死
体
で
難
産
で
遂
に
い
ざ
り
と
な
り
ま
し
た
。
い
ざ
り
、
こ
ど
も
で
困
る
か
ら
又
内
え
つ
れ
て
き
て
、
お

ば
あ
さ
ん
と
私
と
が
世
話
を
し
ま
し
た
。
や
れ
や
れ
病
人
も
な
お
り
乕
一
郎
も
十
四
歳
と
な
り
、
う
れ
し
や
と
思
ふ

内
又
母
上
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
引
用
お
わ
り
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
補
足
＊
＊
＊
＊

・
て
つ
作(

鐡
作
の)

死
と
養
子
の
時
期

鐡
作
の
死
は
墓
標
か
ら

弘
化
三
年
九
月

家
系
圖
の
正
徳
養
子
に
行
っ
た
時
期

弘
化
三
年
十
一
月
と
あ
る
の
は
家
督
を

継
い
だ
時
期
と
思
わ
れ
る
。

・
死
の
原
因

う
わ
は
み

ハ
ミ
の
こ
と

マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た
の
か
。

・
山
本
か
ら
嫁

正
徳
の
嫁
・
山
本
安
次

の
二
女(

繁)

、
安
次
は
恒
之
進
と
一
緒
に
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江
戸
へ
修
行
に
出
掛
け
て
い
る
。
左
記
の
長
男
の
没
年
か
ら
結
婚
は
文
久
三
年
頃
と
思
わ
れ
る
。

・
和
食
を
分
け
て
や
る

和
食
の
地
券
は
我
家
に
あ
り
ま
す
が
虎
一
郎
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

・
お
ば
あ
さ
ん
の
話

房
の
祖
母

源
右
衛
門
の
妻

源
右
衛
門
→
息
子
の
恒
之
進
の
時
代
→
明
治
維
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
い
る
。

・
か
ど
た
か
ら
郷
士
の
株

お
上
の
初
代
十
作
は
門
田
家
を
祖
先
と
し
て
い
る
。

郷
士
職
は
楠
瀬
作
右
衛
門
か
ら
譲
受
て
い
ま
す
。

墓
標
に
十
作
信
久
と
門
田
系
列
の
諱
先
頭
文
字
「
信
」
を
使
用

鐡
作
に
は
諱
な
し
。

・
長
男

太
郎
エ(

太
郎
兵
衛)
殿

墓
は
四
坊
山
に
あ
り
没
年

明
治
元
年
辰
七
月
廿
六
日
年
三
才
。

・
母
上
が
な
く
な
り

乕
一
郎(*
墓
標
は
虎
一
郎)

の
母

正
徳
の
妻

明
治
二
十
一
年
に
没
。

権
馬
の
叔
父
文
助
日
記
か
ら
権
馬
関
連
を
抜
き
出
す
と
次
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

・
嘉
永
元
年(

カ
ゾ
エ
十
歳)

四
月
同
八
日
権
馬
立
阿
ゲ
祝

・
安
政
三
年
権
馬(

十
七
歳)

同
廿
七
日

今
日
祖
神
祭(

*

先
祖
祭)

当
家
権
馬
方
ニ
て
行
未
恒
之
進
同
居
中

・
安
政
五
年
権
馬(

十
九
歳)

同
九
日
日
和
権
馬
試
乗

御
駆
初

三
才
で
養
子
に
行
っ
た
権
馬
は
養
父
、
養
母
と
暮
ら
し
た
が
三
年
後
の
弘
化
三
年
に
養
父
が
亡
く
な
り
、
養
母
は

実
家
に
戻
り
、
房
の
記
録
を
見
る
と
実
祖
母
、
兄
、
姉
、
弟
と
暮
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
。
左
記
の
文
助
日
記
か
ら
、

安
政
三
年
の
十
七
歳
ま
で
兄
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
御
駆
初
頃
か
ら
、
現
在
の
お
上
の
位
置
の
家
に

住
み
始
め
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
状
況
、
早
く
父
を
亡
く
し
家
督
を
運
営
し
た
実
兄
恒
之
進
に
似
て
い
ま
す
が
、
兄

は
四
代
目
で
あ
り
運
営
の
仕
組
み
が
出
来
て
お
り
、
番
頭
も
い
た
よ
う
で
す
。
房
も
「
家
督
を
預
か
っ
て
世
話
」
し

た
と
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
運
営
の
仕
組
み
は
未
完
で
、
番
頭
と
と
も
に
作
り
上
げ
た
の
で
し
ょ
う
。

安
岡
権
馬
と
武
芸

安
岡
権
馬
正
徳
の
武
芸
記
録
を
記
録
帳(

下
写
真

表
紙)

か
ら
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
武
芸
記
録
は
安
岡
権
馬
の
祖

父
か
ら
あ
り
、
い
ず
れ
も
自
分
で
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
帳(

帖)

に
書
い
て
い
ま
す
。

・
弓
術

幼
少
之
前
ゟ
安
岡
恒
之
進
射
場
ニ
而
稽
古
為
シ

嘉
永
四
辛
亥
三
月(

十
二
歳)

加
藤
山
三
郎
江
入
門
通
ゑ
納
約
為
す

・
馬
術

幼
少
之
前
ゟ
安
岡
恒
之
進
馬
場
ニ
而
稽
古
無
シ

嘉
永
六
癸
丑
之
正
月(

十
四
歳)

磯
部
勇
助
江
入
門

・
砲
術

幼
少
之
前
ゟ
安
岡
平
八
筒
場
ニ
而
稽
古
為
シ

嘉
永
六
癸
丑
之
三
月(

十
四
歳)

高
村
造
酒
之
丞
江
入
門

・
釼
術

幼
少
之
前
ゟ
水
□
□
次
弟
子
ニ
而

稽
古
為
シ
嘉
永
六
癸
丑
之
三
月(

十
四
歳)

ゟ
手
島
市
平
江
通
ゑ
修
行
□

・
鎗
述

土
方
謙
五
郎
弟
子

安
政
三
丙
達
三
年(

十
八
歳)

ゟ
業
前
相
初

・
学
問

幼
少
之
前
ゟ
黒
岩
仙
碌
弟
子
□

嘉
永
五
年
壬
子
之
三
月(

十
三
歳)

ゟ
升
村
善
之
進
入
塾
□

兄
恒
之
進
の
入
門
開
始
時
期
は
次
の
通
り
で
す
。

弓
術

十
四
歳
、
馬
術

十
二
歳
、
砲
術

十
九
歳
、
釼
術

十
四
歳
、
鎗
述

十
四
歳

何
故
か
学
問
に
つ
い
て
恒
之
進
に
は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
両
者
の
入
門
年
齢
は
砲
術
を
除
き
現
在
の
中
学
生
以

前
に
始
め
て
い
ま
す
。
砲
術
は
新
し
い
武
芸
で
、
恒
之
進
が
始
め
る
の
が
遅
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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道
中
日
記

安
岡
権
馬
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
文
書
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
道
中
日
記(

下
写
真

表
紙)
を
紹
介
し
ま
す
。
道
中
日
記
を
書
い
た
時
期
の
こ
と
が
前
掲
の
記
録
帖
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。一

文
久
三
癸
亥
六
月
十
四
日
海
防
小
頭
役
被
仰
付

一
元
治
元
甲
子
三
月
廿
五
日
京
都
御
警
護
御
用
相
業
リ
四
月
五
日
北
山
通
出
足
同
年
十
一
月

十
六
日
帰
宅

一
元
治
二
乙
丑
三
月
十
四
日
海
防
小
頭
役
被
仰
付

道
中
日
記
は
右
記
の
二
番
目
で
、
藩
の
命
令
で
京
都
へ
清
和
院
門
の
警
護
で
出
掛
け
た
元
治

元
年
の
三
月
廿
五
日
か
ら
の
記
録
で
す
。

道
中
日
記
以
前
の
祖
父
、
兄
の
旅

権
馬
の
旅
以
前
に
祖
父
廣
助
は
大
坂
か
ら
伊
勢
、
京
都
を
巡
り
、
兄
恒
之
進
は
江
戸
へ
行
き

一
年
間
滞
在
し
ま
し
た
。
こ
の
二
人
と
大
坂
ま
で
の
ル
ー
ト
は
同
じ
で
す
が
、
旅
の
目
的
が
違

っ
て
い
ま
す
。
廣
助
は
湯
治
と
称
し
出
国
し
伊
勢
参
り
で
伊
勢
か
ら
京
都
に
回
り
、
帰
国
す
る
ま
で
京
都
か
、
大
坂

に
長
期
滞
在
し
た
観
光
旅
行
で
す
。
当
時
の
観
光
ブ
ッ
ク
を
参
考
し
て
い
る
よ
う
に
色
々
寄
っ
て
観
て
い
ま
す
。

祖
父
廣
助
と
違
い
孫
の
二
人
は
藩
命
に
よ
る
旅
・
出
張
で
す
。
そ
れ
で
も
高
知
か
ら
山
を
越
え
丸
亀
に
着
い
た
後
、

三
人
は
金
毘
羅
に
お
参
り
し
て
い
ま
す
。
恒
之
進
は
い
く
つ
か
の
通
り
す
が
り
の
観
光
、
権
馬
の
道
中
日
記
に
は
通

り
道
の
観
光
は
須
磨
で
見
物
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
を
見
に
行
っ
た
の
か
未
記
載
、
足
利
尊
氏
の
戦
い
の
場

所
を
見
に
行
っ
た
の
か
。

＊
廣
助
の
旅
、
恒
之
進
の
旅
に
つ
い
て
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
次
の
検
索
し
参
照
で
き
ま
す
。

安
岡
の
家
住
宅<http://yasuoka-ke.sakura.ne.jp/>

→
安
岡
の
家
に
あ
っ
た
文
書
→
●
旅
日
記
→

・
廣
助
旅
日
記

ま
た
は

・
恒
之
進
の
旅
日
記

楠
公
御
墓
訪
問

現
在
で
は
観
光
地
で
あ
る
楠
公
御
墓
に
、
権
馬
は
参
拝
し
て

い
ま
す
。
楠
公
の
御
墓
は
水
戸
光
圀
の
書
「
嗚
呼
忠
進
楠
木
子

之
墓
」
が
刻
ま
れ
た
碑
が
あ
り
勤
王
の
聖
地
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

恒
之
進
は
こ
の
拓
本(

下
写
真)

を
廣
厳
寺
か
ら
購
入
し

て
い
ま
す
。
藩
政
時
代
は
廣
厳
寺
で
墓
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
廣
厳
寺
は
湊
川
神
社
の
裏
手
に
小
さ
な
庭
と
お
堂
で
す

が
、
残
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
楠
公
の
御
墓
の
位
置
ま
で
の
広
い

境
内
を
も
っ
た
寺
で
、
明
治
に
廃
仏
毀
釈
の
流
れ
で
か
、
湊
川

神
社
が
造
営
さ
れ
御
墓
は
そ
ち
ら
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

拓
本
は
現
在
も
神
社
の
入
口
の
受
付
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

権
馬
は
拓
本
を
購
入
し
た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歌
を
作

っ
て
い
ま
す
。
歌
は
推
敲
し
書
き
直
し
、
前
の
歌
に
張
り
紙
し

書
か
れ
て
い
ま
す(

次
頁
下
写
真
右
側)

。
そ
の
後
に
「
是
ヨ
リ

楠
公
御
墓
ヲ
拝
ス
」
と
あ
り
、
次
の
歌(

下
写
真
の
左
側)

が
あ
り
ま
す
。
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か
し
こ
く
も
清
き
流
れ
の

き
く
水
を

具(*
く)
み
し
眞
心
猶

み
か
く
也

廣
助
の
日
記
に
は
こ
こ
を
訪
ね
た
記
録
は
あ
り

ま
せ
ん
。
高
知
は
中
世
か
ら
南
海
朱
子
学
に
基
づ

く
勤
王
思
想
が
根
付
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
内
公
紀
史
料
に
正
月
に
皇
居
遥
拝
し
た
と
あ
り

ま
す
。
恒
之
進
、
権
馬
の
行
動
は
こ
の
思
想
に
基

づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
二
人
と
も
外
で

学
問
を
学
ん
だ
形
跡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
南
海
朱

子
学
を
習
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
廣
助
は
そ
の
よ
う

な
学
問
を
習
っ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
孫
と

の
行
動
に
違
い
が
出
た
の
か
。
文
助
も
京
都
伏
見

に
剣
術
の
修
行
に
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
の
記
録
は
な
く
楠
公
を
墓
参
し
た
か
不
明
で
す
。

が
、
他
家
に
「
楠
公
之
御
筆
拝
見
」
で
訪
問
し
た
り
、
「
元
治
二
年
正
月
四
日
玉
襷
記
井
楠
公
記
読
孫
ニ
百
人
首

論
語
教
ル
」
と
あ
り
ま
す
の
で
楠
公
に
関
心
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

京
都
で
の
生
活

権
馬
二
十
五
歳
元
治
元
年
四
月
五
日
に
出
発
し
て
京
都
に
十
七
日
十
三
日
間
で
到
着
、
恒
之
進
は
八
月
七
日
か
ら

十
九
日
で
十
三
日
間
で
到
着

廣
助
は
三
月
十
一
日
か
ら
三
月
廿
六
日
十
六
日
間
で
到
着
、
概
ね
同
じ
日
数
で
山
北

か
ら
京
都
ま
た
は
大
坂
ま
で
旅
し
て
い
ま
す
。

権
馬
は
京
都
へ
向
う
時
の
届
け
に
自
分
の
同
行
者
と
し
て
従
者

山
本
四
郎
、
家
来

鉄
次
の
三
人
で
三
人
扶
持
を

要
求
し
て
い
ま
す
。
山
本
四
郎
は
権
馬
の
妻
の
実
家
山
本
安
次
の
二
男
で
す
。
京
都
到
着
後
一
ヶ
月
も
経
た
な
い
五

月
十
一
日
に
藩
に
従
者
の
交
代
届
を
行
い
、
山
本
四
郎
は
帰
国
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
を
見
る
と
藩
費
で
類
族
を

連
れ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
と
流
離
譚
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
流
離
譚
で
は
山
本
四
郎
も
勤
王
党
に

加
盟
し
て
お
り
そ
の
関
連
で
密
命
を
帯
び
た
帰
国
で
は
な
い
か
と
後
で
書
き
足
し
て
い
ま
す
。
藩
か
ら
扶
持
を
貰
い
、

藩
の
仕
事
を
し
な
が
ら
勤
王
派
の
活
動
を
す
る
。
何
か
、
仕
事
と
活
動
が
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、

勤
王
の
人
々
は
藩
、
国
を
良
く
す
る
た
め
の
活
動
で
矛
盾
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
脱
藩
し
た
人
、

藩
内
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
、
両
者
が
同
じ
目
的
の
活
動
、
解
り
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。

藩
命
で
あ
る
清
和
院
の
門
番
の
仕
事
は
日
記
か
ら
徹
夜
仕
事
の
よ
う
で
す
。
権
馬
の
京
都
滞
在
は
四
月
十
七
日
か

ら
七
月
廿
六
日
の
九
十
八
日
間
で
す
。
そ
の
間
に
清
和
門
の
門
番
勤
務
と
思
わ
れ
る
日
数(

日
記
に
出
る
清
和
の
文
字

カ
ウ
ン
ト)

す
る
と
三
十
三
日
と
な
り
、
滞
在
の
日
数
の
三
分
一
で
す
。

恒
之
進
の
江
戸
生
活
の
日
記
に
は
日
常
生
活
の
買
物
等
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
権
馬
の
道
中
日
記
に
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
恒
之
進
は
半
分
自
費
出
張
で
行
動
も
各
自
任
せ
で
し
た
。
権
馬
の
場
合
も
京
都
ま
で
は
個
人

行
動
で
し
た
が
、
京
都
で
は
藩
邸
で
の
生
活
し
て
い
た
よ
う
で
、
日
記
に
帰
邸
の
文
字
が
出
て
き
ま
す
。
食
料
の
購

入
な
ど
生
活
費
用
に
心
配
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
時
々
国
許
か
ら
二
十
両
、
四
十
両
と
送
っ
て
貰
っ
て
ま
す
。
家

の
主
人
が
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
よ
う
に
金
銭
を
工
面
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
送
金
は
後
述
し
ま
す
が
、
お
土

産
を
購
入
す
る
資
金
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
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長
邸
・
大
佛

藩
の
仕
事
以
外
の
権
馬
の
生
活
を
探
っ
て
み
ま
す
。
日
記
に
「
長
邸
」
の
文
字
が
八
回
出
て
き
ま
す
。
長
邸
と
は

長
州
藩
邸
で
す
。
そ
の
頃
の
長
州
藩
は
武
力
倒
幕
、
土
佐
藩
は
公
武
合
体
と
政
治
方
針
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
恒
之

進
日
記
に
見
る
と
土
佐
藩
邸
へ
の
入
門
札
が
必
要
で
す
。
長
州
藩
邸
で
は
入
門
札
は
不
要
で
、
出
入
が
自
由
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
長
邸
の
訪
問
し
た
時
の
記
載
箇
所
に
石
川
あ
る
い
は
誠
之
助
の
名
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
中
岡

慎
太
郎
の
変
名
で
す
の
で
、
中
岡
慎
太
郎
も
長
州
藩
邸
に
出
入
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
中
岡
慎
太
郎
著
の
「
時
勢

論
」
の
第
一
回(

関
連
で
第
四
回
ま
で
続
く)

は
慶
応
元
年
の
冬
に
出
版
さ
れ
ま
す
が
、
時
勢
論
の
文
字
が
元
治
元
年

五
月
十(

一
ヵ)

日
の
道
中
日
記
に
出
て
き
ま
す
。

「
存
外
時
勢
之
話
ノ
無
キ
成
実
二
案
外
之
事
ニ
付
・
・
長
邸
江
行
誠
之
助
我
邸
内
之
論
同
意
ニ
付
・
・
」

ど
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
か
不
明
で
す
が
、
中
岡
慎
太
郎
の
時
勢
論
の
第
一
編(

論
策
一

時
勢
論)

は
薩
長
同
盟
の

後
で
、
薩
長
と
と
も
に
戦
い
尊
王
攘
夷
を
達
す
る
と
説
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
議
論
と
は
異
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
攘

夷
は
開
国
反
対
で
な
く
、
民
族
・
文
化
の
堅
守
を
言
っ
て
い
ま
す
。
宮
地
佐
一
郎
著
「
中
岡
慎
太
郎
」
か
ら
の
孫
引

用
で
す
が
中
岡
慎
太
郎
を
「
戦
闘
的
民
族
主
義
者
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
権
馬
も
最
終
的
に
は
、
中
岡
と
同
じ
面
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
孫
引
き
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
日
記
と
同
じ
よ
う
に
中
岡
慎
太
郎
と
安
岡
権
馬
が
会
っ
た

こ
と
が
、
平
尾
道
雄
著
「
中
岡
慎
太
郎
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
山
本
頼
蔵(

権
馬
の
日
記
に
も
山
本
頼
の
名
が
あ
る)

日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
話
の
内
容
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
の
権
馬
の
京
都
生
活
の
探
索
キ
ー
に
「
大
佛
」
訪
問
が
あ
り
ま
す
。
大
佛
の
字
は
四
回
出
て
き
ま
す
。

大
佛
は
勤
王
の
隠
れ
家
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
権
馬
は
京
都
に
着
い
た
日
に
大
佛
に
行
き
支
度
を
し
て
、
そ
の
後
に
「
京

着
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
半
月
過
ぎ
た
五
月
二
日
以
降
は
大
佛
を
訪
ね
て
い
ま
せ
ん
。
大
佛
に
行
か
な
く
な

っ
て
も
、
勤
め
日
以
外
に
他
藩
の
人
も
含
め
誰
か
と
会
い
議
論
・
話
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
月
廿
七
日
に
ど
の

よ
う
な
仲
間
か
不
明
で
す
が
、
一
緒
に
天
誅
組
と
し
て
出
陣
し
捕
縛
・
処
刑
さ
れ
た
嘉
助
の
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
六
月
二
日
に
御
目
附
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
を
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
の
行
動

に
変
化
は
見
え
ま
せ
ん
。

大
佛
に
行
か
な
く
な
っ
て
一
ヶ
月
後
の
六
月
五
日
に
池
田
屋
、
そ
し
て
大
佛
が
手
入
を
受
け
て
い
ま
す
。
日
記
を

読
む
と
五
日
「
北
邸
へ
行
大
論
方
」
翌
六
日
「
朝
三
条
通
頗
騒
動
聞
合
ハ
五
日
夜
半
比
ゟ
之
事
」
と
あ
り
ま
す
。

北

邸
と
は
京
都
の
北
に
あ
っ
た
薩
摩
邸
で
し
ょ
う
か
、
朝
戻
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
晩
論
争
を
し
て
土
佐
藩
邸
に
戻
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
藩
邸
の
近
く
の
三
条
通
に
池
田
屋
が
あ
り
ま
し
た
の
で
騒
動
と
は
池
田
屋
手
入
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

権
馬
は
山
北
に
籠
っ
て
い
た
の
で
な
く
、
勤
王
関
連
と
様
々
な
付
き
合
い
が
あ
り
、
偶
々
藩
に
呼
ば
れ
京
都
に
出

た
の
で
は
な
く
機
会
を
狙
っ
て
出
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

禁
門
の
変
と
帰
国

元
治
元
年
七
月
十
八
日
に
禁
門
の
変
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
七
日
後
に
京
都
土
佐
藩
邸
に
い
た
要
員
は
全
員
立
ち

退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
道
中
日
記
に
は
帰
国
し
た
日
付
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
記
の
最
後
は
十
月
十
日
で

「
サ
イ
代
百
銭
渡
」
、
そ
の
三
日
前
に
も
同
じ
よ
う
な
「
サ
イ
代
四
百
銭
渡
」
と
あ
り
ま
す
。
両
日
の
間
の
九
日
に

門
田
光
之
助
よ
り
書
状
来
る
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
に
歌(

下
写
真
の
後
半
部
分)

が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
に

は
読
め
ま
せ
ん
が
、
流
離
譚
か
ら
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

い
た
ハ
る
□
□
□
紅
葉
の

舞
も
見
は
て
ぬ
身
こ
そ
は
づ
か
し

流
離
譚
で
は
歌
の
解
釈
を
、
紅
葉
と
血
の
紅
を
合
わ
せ
て
権
馬
の
無
念
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
の
直
前
の
「
門
田
光
之
助
ゟ
書
状
来
ル
」
と
あ
り
ま
す
。
歌
と
こ
の
書
状
が
絡
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
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書
状
を
出
し
た
門
田
光
之
助
は
そ
の
頃
、
現
在
の
門
田
屋
敷
跡(

富
家
通
交
差
点
の
近
く)

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

北
側
に
本
家
が
あ
り
、
当
時
は
覺
之
助
が
当
主
で
し
た
。
覺
之
助
が
血
書
誓
約
「
土
佐
勤
王
黨
」
誓
約
書
を
預
け
た

の
が
こ
の
門
田
光
之
助
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
送
ら
れ
て
来
た
書
状
に
は
覺
之
助
が
捕
ま
り
類
族
預
か
り
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
は
奈
半
利
河
原
で
二
十
三
士
の
惨
殺
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

奈
半
利
河
原
で
二
十
三
士
の
惨
殺
さ
れ
た
元
治
元
年
九
月
五
日
の
事
件
で
す
。
日
記
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
で
す
が
日
記
の
後
半
に
首
謀
者
の
清
岡
道
之
助
、
清
岡
作
之
助
な
ど
と
記
名
さ
れ
た
口
上
覚
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
八
月
十
日
の
日
記
に
陣
屋
へ
引
移
る
と
あ
り
、
八
月
十
三
日
に
山
本
四
郎

の
替
り
に
従
者
と
な
っ
た
大
坂
屋
新
次
郎
に
壹
両
を
渡
し
て
い
る
の
で
解
雇
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
来
の
鉄
次
に
木
、
米
な
ど
の
費
用
を
与
え
て
い

る
の
で
陣
屋
で
も
自
炊
生
活
な
の
だ
ろ
う
か
。

十
月
十
日
で
日
記
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
前
掲
の
記
録
帳
に
十
一
月
十
六
日

帰
宅
と
あ
る
の
で
、
八
月
十
日
に
陣
屋
に
引
き
移
っ
て
か
ら
三
ヶ
月
間
経
て
帰

宅
し
て
ま
す
。
四
月
十
八
日
京
都
の
藩
邸
に
入
り
七
月
廿
六
日
に
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
期
間
大
坂
に
居
ま
す
。
藩
の
仕
事
に
つ
い
て
日
記
に
記
載
は
な
い

の
で
す
が
、
八
月
卅
日
に
扶
持
渡
と
あ
る
の
で
藩
の
仕
事
は
し
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
記
の
最
後
の
箇
所
に
次
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

出
■(

足
ヵ)

／
緒
方
／
一
六
百
文

足
達
池
内
／
松
山

同
／
一
六
百
文

高
橋
宇
賀
松
山
／
池
内
久
保

緒
方
と
は
適
々
斎
塾
を
運
営
し
て
い
た
緒
方
洪
庵
で
、
そ
の
塾
に
入
り
学
問

を
修
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
権
馬
が
大
坂
に
滞
在
し
て
い
た
元

治
元
年
頃
、
洪
庵
は
江
戸
に
行
き
塾
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
頃
、
朱
子
学
を
教
え
る
懐
徳
堂
も
あ
り
ま
し
た
。
緒
方
と
書
き
残
し

た
理
由
は
不
明
で
す
が
、
権
馬
は
懐
徳
堂
で
学
問
を
修
め
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
勤
王
の
志
士
と
の
会
話
の
記
載
も
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

十
月
の
日
記
に
「
サ
イ
代
四
百
」
な
ど
サ
イ(

副
食
品)

の
購
入
と
思
わ
れ
る
記

載
が
あ
り
ま
す
。
帰
国
、
帰
宅
し
た
こ
と
は
道
中
日
記
に
何
の
記
載
も
あ
り
ま

せ
ん
。
旅
の
後
半
、
何
を
し
て
い
た
の
か
。

安
岡
権
馬
正
徳

傳

壹

の
終
わ
り
に

一
．
お
土
産

廣
助
、
恒
之
進
と
同
じ
よ
う
に
権
馬
も
お
土
産
を
色
々
購
入
し
て
い
ま
す
。
依
頼
さ
れ
た
物
も
あ
り
ま
す
が
、
興

味
を
引
い
た
の
を
次
に
示
し
ま
す
。
合
計
金
額
約
五
十
両
と
な
り
、
送
金
額
を
使
い
切
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
、
飛

脚
に
よ
り
現
在
の
現
金
書
留
か
、
為
替
の
送
金
が
可
能
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

安
岡
覚
馬
か
ら
の
依
頼

・
懐
釼

な
ど
刀
剣

・
四
釼
重

壱
組

但
黒
地
ニ
巻
絵(

蒔
絵
ヵ)

付

内
ノ
リ
金
六
寸
七
歩

・
ス
ゴ
ロ
ク

壱
切

＊
す
ご
ろ
く
の
単
位
切
な
の
か
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長
男
太
郎
兵
衛
の
墓
標
か
ら
元
治
元
年
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ど
れ
が
新
婚
の
妻
の
か
不
明
で
す
が
、
女
性
へ
の
土
産
を
色
々
買
い
揃
え
て
い
ま
す
。

・
ア
ヤ
地

振
袖
物

壱
両

但
色
壱
棟
り

・
フ
タ
イ
香

代
二
朱

・
ヒ
チ
リ
メ
ン

四
丈
七
尺

但
ハ
ゝ
カ
子
壱
疋
四
寸

上

・
白
加
賀

壱
疋
半

上

・
黒
リ
ン
ス

壱
面

但
振
袖
地
模
様
ヲ
リ
付

或
ハ
染
模
様
ヵ
無
地
□

そ
の
他・

百
人
一
首

一
巻

＊
一
巻
と
あ
る
の
で
カ
ル
タ
で
な
く
読
み
物

前
述
に
文
助
日
記
で
「
孫
ニ
百
人
首
論
語
教
ル
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
で
教
え
た
の
か
も
。

・
硫
黄
代

壹
両
壹
歩

弥
太
郎
ゟ
請
取
分

弐
歩

弥
吉
郎
分
出
替

＊
硫
黄
は
高
知
の
産
出
は
少
な
い
。
火
薬
の
原
料
と
し
て
購
入
か
。

・
弐
両
廿
歩

足
袋

壱
両
三
朱

ハ
サ
ミ

＊
足
袋
な
ど
高
い

二
．
龍
馬
と
権
馬
？

「
お
龍
と
横
須
賀

市
史
研
究

横
須
賀

第
四
号

２
０
０
５
年

３
月
」
を
参
考
に
龍
馬
／
お
龍
と
権
馬
と
の
接
点
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

・
そ
の
一

菅
野
覚
兵
衛
と
庄
屋
千
屋

お
龍
の
妹
君
枝
が
嫁
い
だ
芸
西
の
菅
野
覚
兵
衛
は
改
名
の
理
由
は
不

明
で
す
が
、
旧
姓
は
千
屋
寅
之
助
で
和
食
村
の
庄
屋
千
屋
民
五
郎
の
三

男
で
す
。
こ
の
千
屋
民
五
郎
と
廣
助
と
関
連
が
あ
り
家
に
「
口
上
覺

千

屋
民
五
郎
宛(

下
写
真)

」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
は
天
保
十
一
年
五

月
に
書
か
れ
凶
作
で
加
治
米
の
用
捨(

土
地
代
の
破
棄)

願
い
が
百
姓
の

連
名
と
最
後
に
和
食
村
庄
や
千
屋
民
五
郎
殿
宛
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

連
名
の
百
姓
が
庄
屋

千
屋
民
五
郎
に
口
頭
で
願
い
、
そ
の
覚
え
書
き
を

廣
助
に
渡
し
、
そ
れ
が
我
家
に
残
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
房
が
書
い

て
い
る
権
馬
に
渡
し
た
和
食
の
土
地
に
庄
屋

千
屋
が
管
理
し
て
い
た

土
地
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
千
屋
と
権
馬
と
は
付
き
合
い
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
世
界
は
単
に
狭
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

書
状
の
内
容
を
次
に
示
し
ま
す
。

口
上
覺

一

山
北
村
住
居
郷
士
安
岡
廣
助
殿
和
食
村
ニ
田
地

御
座
候
而
私
共
数
年
百
姓
ニ
相
成
居
申
候
處
凶
年
之

節
御
加
治
米
者
用
捨
ニ
ハ
預
リ
不
勝
手
之
者
ヘ
ハ
越
年
米
与

之
貸
付
且
地
下
困
窮
者
被
義
補
米
遣
之
数
事

行
届
深
切
ニ
預
リ
難
捨
置
私
共
一
同
御
達
申
上
候
間

宜
御
詮
義
被
仰
付
被
為
下
度(

な
し
く
だ
さ
れ
た
く)

奉
願
上
候

右
之
趣
宜
敷
御
執
成(

お
と
り
な
し)

被
下
度
奉
存
候以

上

吉
助

天
保
十
一
年

覺
助
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子
五
月

義
七

・

和
食
村
庄
や

千
屋
民
五
郎
殿

・
そ
の
二

龍
馬
と
お
龍
の
出
会
い
と
権
馬

「
龍
馬
に
と
っ
て
特
別
の
存
在
で
あ
っ
た
お
龍
」
と
の
出
会
い
は
、
権
馬
も
訪
れ
て
い
た
大
佛
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

権
馬
が
大
佛
を
訪
ね
て
い
た
元
治
元
年
頃
に
龍
馬
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
佛
に
お
龍
の
母
貞
が
働
い
て
お
り
、
お

龍
は
別
の
旅
館
の
手
伝
い
で
預
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
元
治
元
年
五
月
頃
に
貞
に
お
龍
の
こ
と
を
話
し
お
龍
と
龍
馬

が
出
会
い
結
婚
し
た
と
参
考
に
し
た
冊
子
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
龍
馬
三
十
歳
、
お
龍
二
十
四
歳
で
す
。
権
馬
は
大

佛
で
二
人
を
見
か
け
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

五
月
四
日
の
道
中
日
記
に
「
晴
朝
清
和
ゟ
帰
大
井
氏
書
状
開
見
晝
比
大
高
又
次
郎
ヲ
尋
又
ノ
チ
山
七
ヲ
尋
不
居
合

不
斗
坂
良
ニ
面
會
シ
ハ
ラ
ク
談
而
帰
川
越
矦
先
キ
供
京
地
出
足
」
と
あ
り
ま
す
。
流
離
譚
に
坂
良
は
坂
本
龍
馬
で
は

な
い
か
と
書
い
て
い
ま
す
。
変
名
で
書
か
れ
た
り
、
短
縮
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
特
定
出
来
ま
せ
ん
が
、
時
期
的

に
は
坂
本
龍
馬
が
京
都
に
い
た
頃
で
す
の
で
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
三

近
隣
の
勤
王
の
志
士

龍
馬
と
お
龍
の
話
題
か
ら
離
れ
ま
す
。

天
王
山
で
割
腹
し
た
者
に
千
屋
菊
次
郎
が
い
ま
す
。
千
屋
寅
之
助(

後
の
菅
野
覚
兵
衛)

の
従
弟
に
な
り
ま
す
。
権
馬

は
長
州
藩
邸
に
出
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
道
中
日
記
に
名
前
は
見
掛
け
ま
せ
ん
が
ど
こ
か
で
出
会
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
奈
半
利
の
二
十
三
士
の
口
上
覚
え
に
清
岡
道
之
助
と
並
ん
で
新
井(

に
い)

竹
次
郎
の
名
が
、
日
記
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
井
竹
次
郎
は
香
美
郡
香
宗
村
庄
屋
北
川
直
来
の
次
男
で
す
。
本
「
中
岡
慎
太
郎(
宮
地
佐
一
郎
著)

」
に

よ
れ
ば
中
岡
慎
太
郎
の
説
得
で
北
川
村
総
老
の
新
井
家
に
養
子
に
行
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
山
北
と
香
宗
は
隣
村
で
す

の
で
、
二
人
ど
こ
か
で
会
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
山
北
近
隣
の
勤
王
の
若
者
た
ち
に
出
会
が
あ
っ
た
か
不
明

で
す
が
、
当
時
の
若
者
が
勤
王
の
勢
い
の
中
に
い
た
の
で
す
。

権
馬
を
色
々
な
資
料
か
ら
探
索
し
ま
し
た
。
房
の
残
し
た
資
料
に
養
父
、
養
母
と
の
別
れ
な
ど
権
馬
に
関
す
る
こ

と
が
あ
の
よ
う
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
以
外
で
し
た
。
幼
く
し
て
家
督
を
継
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
皆
が
気

に
か
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
文
助
日
記
に
よ
る
と
嘉
助
は
時
々
城
下
に
出
て
い
た
よ
う
で
す
。
兄
か
ら
の
手
紙
を

読
ん
で
躊
躇
な
く
勤
王
黨
へ
盟
約
し
た
の
で
し
ょ
う
。
権
馬
は
家
の
主
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
の
で
度
々
出
て
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
道
中
日
記
に
書
か
れ
た
勤
王
志
士
と
し
て
の
下
地
は
ど
こ
で
造
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

安
岡
権
馬
正
徳

傳
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